
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
適用機種   

ＣＣ６００１Ｄ：２１４号機～ 

ＣＣ６００２Ｄ        

ＣＣ８００１Ｄ： ７９号機～ 

ＣＣ８００２Ｄ        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

組 付 要 領 書及び部 品 表 

用 
残量センサーアタッチ 

ＣＣ－Ｋ３ 

本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本組付要領書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本組付要領書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。 
 
 この組付要領書は、残量センサーアタッチの組付要領について記載しております。組付前には

必ず、この組付要領書をお読みのうえ、正しく組付けてください。 
また、ご使用前にはコンポキャスタ本体の取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しく 
お取扱いいただき最良の状態でご使用ください。 

 
 ●お読みになったあとも、必ず製品に近接して保管してください。 
●製品を貸与または譲渡される場合は、本体の『取扱説明書及び部品表』とこの『組付要領 
 書及び部品表』を製品に添付してお渡しください。 

 ●この組付要領書及び部品表を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店 
または当社にご注文ください。 

 ●本書は、 注意 として製品自体の損傷防止に関する留意事項を記載しております。 
 ●なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。 
  その際には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合がございますので、あらかじめ 
  ご了承ください。 
 ●ご不明な点やお気付の点がございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
  ください。 
 

  
 
 

    印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
  お守りください。 
 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ 
          るものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示 
          します。 

 

危険 

警告 

注意 

 

警 告 サ イ ン  
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このたびは残量センサーアタッチをお買い上

げいただき、ありがとうございました。  

組付け前には、必ずこの組付要領書をお読み

のうえ、正しく組付けてください。 
 
●開梱されましたら、組付前に部品表の部品が

全て含まれているかご確認のうえ、組付けを

行ってください。 
 
◆組付け手順 

①本体ホッパーに組付いているホッパープラ

グプレートを取り外してください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ホッパーセンサカナグにキンセツセンサを 

組付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ホッパーセンサカナグをホッパープラグプレー

トが組付けられていた位置に取り付けて 

ください。 

その際、ホッパーが割れないように締め付け

トルク２４Ｎ・ｍでボルトを締め付けてくだ 

さい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホッパー 
ホッパープラグプレート 

トラスコネジ６×２０（ＳＴ) 

 

ナット６（ＳＴ) バネザガネ６（ＳＴ) 

ナット ３ 

ホッパーセンサ 
カナグ 

ナベコネジ ３×１６ 
 
ヒラザガネ ３ 

ナット ３ 

  ヒラザガネ ３ 

  

キンセツセンサ 

  

ヒラザガネ ３ 

  バネザガネ ３ 

ホッパー 

 

トラスコネジ ６×２０（ＳＴ) 

  ホッパー 
センサカナグ 
  

クランプ 
D 型 

ホッパーセンサ
カナグウラ 

バネザガネ ６（ＳＴ) 

ナット ６（ＳＴ) 
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④プッシュマウントタイ・リピートタイを使用して、

キンセツセンサのハーネスを本体に固定

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配線全体図 

 

 

●ホッパーセンサカナグからの配線は以下の 

要領で行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤コントロールボックスを接続して、シャッター

を動作させ、配線に余裕があること、擦れ

たり挟まれたりしていないかを十分に 

確認してください。その後カバーを取り 

付けてください。 

 

 

コードに傷がつくと正常な動作が行われず 

思わぬ事故をおこすおそれがあります。 

 

ハーネスの配線 

プッシュマウントタイ
で固定 

ホッパーセンサカナグ 

リピートタイで固定 

プッシュマウント
タイで固定 

ダンプ時にハーネスが 
引っ張られないようにたるみを持たせる 

プッシュマウントタイ
で固定 

ハーネスを束ねて 
プッシュマウントタイ
で固定 

コネクタを 
リピートタイで固定 

カバーを外す 

警 告 

ホッパーセンサカナグ 

クランプＤ型 
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名   称 は  た  ら  き 

残量センサ 肥料が残りわずかになった際に反応するセンサ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名   称 は  た  ら  き 

電源入/切ボタン 電源の入切をする 

＋/－ボタン シャッターの開度を設定する ※ 

開度表示 シャッター開度[％]を表示する  

モード選択ボタン 手動、ＰＴＯ連動のモード切替をする ※ 

手動ランプ 手動モードの時に点灯する 

ＰＴＯ連動ランプ ＰＴＯ連動モードの時に点灯する 

開ボタン 設定開度までシャッターを開ける 

開ランプ シャッター開時に点灯する 

閉ボタン シャッターを閉じる 

閉ランプ シャッター閉時に点灯する 

お知らせブザー 
開ランプが点灯している状態で、残量センサ位置以下に肥料が減った

場合に、ブザーが断続音で肥料が残り少ないことをお知らせする 

※電源入/切ボタンで電源をＯＦＦにすると開度設定の値・モードを記憶します。 
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１．残量センサ 

開のランプが点灯している状態では、残量

センサが反応すると、間隔の長い断続音で

肥料が残り少ないことをお知らせします。

シャッターを閉じて、ホッパーに肥料を 

投入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

注 意 
肥料の水分が多く残量センサ上に肥料が 

貼り付いたり、雨等による水濡れにより残量

センサが機能しない場合があります。 

その際には、センサ上面に貼り付いた肥料を

取り除き、センサ上面の水分を拭き取り乾燥

させてください。 

コントロールボックスの 
パルス数の設定について 

 コントロールボックスを交換する際は、パルス 
数(シャッター全開位置)が既定の値に設定 
されていないため、以下の方法で再設定を 
行ってください。 

 
●［開］ボタン、［閉］ボタンを両方押しながら、 

電源［入/切］ボタンを１秒以上押して電源 

を入れてください。 

●［開］ボタン、［閉］ボタンを離し、ボックス 

上部の表示が「５９９」となっていること 

を確認してください。 

●違う数字が表示されている場合は、 

［＋］ボタン、または［－］ボタンを押して 

「５９９」に設定してください。 

●電源入/切で電源を切ると、設定を記憶 

します。 

注 意 
むやみな設定変更は動作不良に繋がります

ので、絶対にしないでください。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

開ランプ 
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１．残量センサーアタッチ                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各配線の線色は予告なく変更になる場合があります。 
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